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二

前
号
の
期
間
内
に
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
、第
四
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
法
人（
合

併
、
解
散
又
は
住
宅
宿
泊
管
理
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）の
役
員
で
あ
っ
た
者
で

あ
っ
て
前
号
に
規
定
す
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
三
十
日
に
当
た
る
日
か
ら
当
該
法
人
の
合
併
、
解
散
又
は
廃
止
の

日
ま
で
の
間
に
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
で
当
該
届
出
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

三

法
第
四
条
第
三
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
者

（
住
宅
宿
泊
管
理
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
財
産
的
基
礎
）

第
八
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
十
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

負
債
の
合
計
額
が
資
産
の
合
計
額
を
超
え
な
い
こ
と
。

二

支
払
不
能
に
陥
っ
て
い
な
い
こ
と
。

（
住
宅
宿
泊
管
理
業
を
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
者
）

第
九
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
十
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

一

管
理
受
託
契
約
の
締
結
に
係
る
業
務
の
執
行
が
法
令
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
者

二

住
宅
宿
泊
管
理
業
務
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
者

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
十
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交

通
大
臣
に
、
第
七
号
様
式
に
よ
る
登
録
事
項
変
更
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

変
更
に
係
る
事
項
が
法
人
の
役
員
の
氏
名
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
登
録
事
項
変
更
届
出
書
に
当
該
役
員
に
関
す

る
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
及
び
当
該
役
員
が
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
八
号
に
該
当

し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
業
等
の
届
出
）

第
十
一
条

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
は
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土

交
通
大
臣
に
、
第
八
号
様
式
に
よ
る
廃
業
等
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
）

第
十
五
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
（
法
第
三
十
四
条
第
二
項
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
書
面

の
交
付
に
代
え
て
用
い
る
同
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。
だ
だ
し
、
当
該

方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

電
子
情
報
処
理
組
織
（
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気

通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
利
用
す

る
方
法
の
う
ち
、
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の

イ

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に

前
条
に
掲
げ
る
事
項
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
記
載
事
項
」
と
い
う
。）を
送
信
し
、
当
該
電
子
計
算
機
に
備

え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

ロ

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
記
載
事
項
を
電
気
通
信
回
線

を
通
じ
て
受
信
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当

該
記
載
事
項
を
記
録
す
る
方
法

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
記
録
す
る
方
法
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事

項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
（
以
下「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
」と
い
う
。）を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ

イ
ル
に
記
載
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

第
十
六
条

住
宅
宿
泊
事
業
法
施
行
令
（
次
項
及
び
第
四
十
四
条
に
お
い
て
「
令
」
と
い
う
。）第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
示
す
べ
き
電
磁
的
方
法
の
種
類
は
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
送
信
者
が
使
用
す
る
も
の
と
し
、
示

す
べ
き
電
磁
的
方
法
の
内
容
は
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式
と
す
る
。

（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
十
七
条

法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
商
号
、
名
称
又
は
氏
名

二

住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
内
容

三

住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
一
部
の
再
委
託
に
関
す
る
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

四

責
任
及
び
免
責
に
関
す
る
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

五

法
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
住
宅
宿
泊
事
業
者
へ
の
報
告
に
関
す
る
事
項

（
証
明
書
の
様
式
）

第
十
八
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
第
九
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
帳
簿
の
記
載
事
項
）

第
十
九
条

法
第
三
十
八
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

管
理
受
託
契
約
を
締
結
し
た
年
月
日

二

管
理
受
託
契
約
を
締
結
し
た
住
宅
宿
泊
事
業
者
の
名
称

三

契
約
の
対
象
と
な
る
届
出
住
宅

四

受
託
し
た
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
内
容

五

報
酬
の
額

六

管
理
受
託
契
約
に
お
け
る
特
約
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
に
記
録
さ
れ
、
必

要
に
応
じ
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
営
業
所
又
は
事
務
所
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確
に
紙

面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
誇
大
広
告
を
し
て
は
な
ら
な
い
事
項
）

第
十
二
条

法
第
三
十
一
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
責
任
に
関
す
る
事
項

二

報
酬
の
額
に
関
す
る
事
項

三

管
理
受
託
契
約
の
解
除
に
関
す
る
事
項

（
委
託
者
の
保
護
に
欠
け
る
禁
止
行
為
）

第
十
三
条

法
第
三
十
二
条
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

管
理
受
託
契
約
の
締
結
又
は
更
新
に
つ
い
て
委
託
者
に
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
時
間
に
電
話
又
は
訪
問
に

よ
り
勧
誘
す
る
行
為

二

管
理
受
託
契
約
の
締
結
又
は
更
新
を
し
な
い
旨
の
意
思
（
当
該
契
約
の
締
結
又
は
更
新
の
勧
誘
を
受
け
る
こ
と

を
希
望
し
な
い
旨
の
意
思
を
含
む
。）を
表
示
し
た
委
託
者
に
対
し
て
執
よ
う
に
勧
誘
す
る
行
為

三

住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
対
象
と
な
る
届
出
住
宅
の
所
在
地
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
住
宅
宿
泊
管
理

業
務
の
適
切
な
実
施
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
に

係
る
管
理
受
託
契
約
を
締
結
す
る
行
為

（
管
理
受
託
契
約
の
締
結
前
の
説
明
事
項
）

第
十
四
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

管
理
受
託
契
約
を
締
結
す
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
並
び
に
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番

号
二

住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
対
象
と
な
る
届
出
住
宅

三

住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
内
容
及
び
実
施
方
法

四

報
酬
並
び
に
そ
の
支
払
の
時
期
及
び
方
法

五

前
号
に
掲
げ
る
報
酬
に
含
ま
れ
て
い
な
い
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
に
関
す
る
費
用
で
あ
っ
て
、
住
宅
宿
泊
事
業
者

が
通
常
必
要
と
す
る
も
の

六

住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
一
部
の
再
委
託
に
関
す
る
事
項

七

責
任
及
び
免
責
に
関
す
る
事
項

八

契
約
期
間
に
関
す
る
事
項

九

契
約
の
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項
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